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研究情報の名称 免疫賦活 CpG DNA の医療・水産・畜産領域への応用： CpG DNA を取り入れた
安全で特異性の高い抗感染症・抗アレルギーワクチンの開発 
概 要 
CpG DNA はメチル化されていないシトシン(C)とグアニン(G)からなる塩基対を含み特定の塩基配列か
らなる単鎖オリゴ DNA の総称であり、自然界では細菌やウイルスゲノムに多く存在する。脊椎動物に
は少なく、マウスやヒトでは免疫を司る樹状細胞やＢ細胞に発現する受容体（Toll-like receptor 9）に
認識されて免疫系を活性化する。従来の免疫賦活剤にくらべて CpG DNAは、その塩基配列と標的細胞
に応じて活性が発現されるため、医療や水産・畜産領域に応用する場合、病原体特異性の高い免疫賦活
を誘導できる点で優れている。当該研究者は、CpG DNAの発見者らとともに種々CpG DNA配列を同
定し、抗結核ワクチンの開発研究を行ってきた。現在、抗ウイルス活性や Th1免疫刺激活性を有するイ
ンターフェロンアルファをヒトの形質細胞様樹状細胞に大量に誘導する配列について特許を出願し、そ
の作用機構の解明に取り組んでいる。また、養殖魚の感染防御に対し、抗生物質に取って代わる飼料添
加物として CpG DNAの実用化に向けた研究にも取り組んでいる。新戦略による抗アレルギー薬の創出
も目指しており、学内外各位との共同研究・開発を希望する。 
○参 臨床免疫 2004, 41(1):107-112; 42(1)127-133. 
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